
－5－

ふんわりおいしいたまごやき

うさぎのぴょんは、さくらんぼようちえんにかようげんきなこです。

あさ、ぴょんはおかあさんがよういした、あさごはんのにんじんパンを

「いただきます。おいしいなあ。」

と、ムシャムシャパクパクおいしくたべました。

おとうさんは、

「いってきます。」

と、しごとにでかけます。

「おとうさん、いってらっしゃい。」

ぴょんは、おかあさんとみおくりました。

ぴょんはきょうもげんきに、おかあさんとだいすきなさくらんぼようちえん

にやってきました。

「おはよう、ぴょんちゃん。」

「おはよう。」

ともだちのくまのぽんちゃんやりすのりっこちゃんも、つぎつぎとやってき

ました。きょうもたのしいあそびがはじまりそうです。

ぴょんをおくったあと、おかあさんはいえであかちゃんにミルクをのませた

りそうじをしたりします。

おかあさんは、いえのしごとがとてもたくさんあります。

「きょうもいそがしいわ。でも、みんなのためにがんばるわ。」

おかあさんは、いつもえがおではたらきます。

あるひ、たいへんなことがおこりました。
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「あっ、いたい。」

「おかあさん、だいじょうぶ？いたいの？」

ぴょんは、びっくりしていいました。

おかあさんがきりかぶでつまずき、ころんでけがをしてしまったのです。

おとうさんがしごとからかえってきて、すぐにもりのびょういんへいきまし

た。けががなおるには、ひがかかります。

「みんなにめいわくかけるわね。」

おかあさんはつらそうにいいました。

おかあさんがにゅういんすることになったので、そのあいだおとうさんがい

えのしごともすることになりました。

おとうさんが、ぴょんのおべんとうをつくります。でも、たまごやきがなか

なかじょうずにできません。（おべんとうづくりってたいへんだな。）と、

おとうさんはおもいました。

おとうさんがつくったたまごやきは、あじもかたちもおかあさんのとはちが

います。

でも、おとうさんのあたたかいきもちがいっぱいつまっている、ふんわりお

いしいたまごやきです。

ぴょんは、うれしくなりました。

「ぼく、じぶんでおべんとうをつつむよ。」

ぴょんは、たべるのをたのしみにしながら、わくわくしたきもちでおべんと

うをつつみました。

「ぼく、ようちえんのよういもじぶんでするよ。」

ぴょんは、いままでおかあさんにてつだってもらっていた、タオルやコップ

のよういもじぶんでして、かばんにいれました。
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ぴょんは、おとうさんがはたらくようすをみて、（いえのしごとっていっぱ

いあるんだな。じぶんでできることは、じぶんでしよう。おてつだいもしよ

う。）と、おもいました。

なんにちかして、おかあ

さんのけががなおりま

した。

「おかあさん、けがが

　なおってよかったね。

　あのね、おとうさんは、

　ふんわりおいしいた

　まごやきを、おべんと

　うのおかずにつくっ

　てくれたんだよ。ぼく

　もようちえんのよう

　いをじぶんでしたん

　だよ。おてつだいもし

　たんだよ。」

ぴょんは、うれしそうにいいました。

「おとうさん、ぴょんちゃん。ふたりともよくがんばってくれたね、ありが

　とう。おかあさんもうれしわ。」

「おとうさん、ふんわりおいしいたまごやき、これからもときどきつくって

　ね。」

さんにんのわらいごえがいえじゅうにひろがりました。


